宮城県老人福祉施設協議会
平成３０年度特別養護老人ホーム部会「課題検討研修会」実施要項
１　目　　　的
　　　　特養における人材不足は深刻で、職員の配置要件を満たすことさえ厳しい状況となっている。今後、良質な介護サービスを安定的に提供するためには、採用力を強化し、職員研修を充実させ、職員の処遇及び就労環境の改善等に積極的に取組み、人材を確保・育成・定着させることが喫緊かつ最大の課題となっている。
このような現状に鑑み、今研修会においては、会員施設における「人材の確保・育成・定着」に係る具体的な取組み事例をもとにグループで研究討議し、その中から自施設に適した解決策を探り（考察し）、具体的計画を立て、課題解決につなげることを目的に実施する。
　　
２　主　　　催　　宮城県老人福祉施設協議会（担当：制度政策委員会「特養部会」）
　　
３　日　　　時　　平成３０年１０月２３日（火）１０：００～１６：００
　　
４　会　　　場　　仙台市シルバーセンター　６階「第２研修室」
　　　　　　　　　（仙台市青葉区花京院１－３－２　ＴＥＬ：０２２－２１５－３１９１）
　　
５　受講対象者　　施設長等
　　　　　　
６　研修内容　　　９：３０　　受　付
１０：００　　オリエンテーション
１０：１０　　グループでの研究討議（Ⅰ）
・８グループに分かれて研究討議
１２：００　　昼食休憩
１３：００　　グループでの研究討議（Ⅱ）
・研究討議と討議結果のまとめ
１４：３０　　全体会
・グループでの研究討議結果の発表
・全体での研究討議
１６：００　　終　了
　
７　グループの研究討議方法等
1 会員施設から、「人材の確保・育成・定着」に向け、現に取組んでいる内容を別紙「人材の確保・育成・定着策についてお答え下さい」によりあらかじめ事務局に報告していただく。
2 グループの研究討議の際は、参加者からの発表内容をもとに行い、その結果は全体会に報告して更に研究討議する。なお、研究討議の際は、事前に事務局に報告された内容も参考にする。
3 受講者は、研究討議の結果を参考として自施設に適した人材の確保・育成・定着化策について具体的計画を立てて取組み、課題解決につなげる。
　　
８　事前提出資料　受講者は、「別紙」を平成３０年１０月１５日（月）までに、メールで提出してください。
　　
９　受  講  料　　２，０００円（資料代含む。当日、受付で納入してください。）　　
　　
１０　受講申込み
（１）申込方法　　別添の「受講申込書」により、ＦＡＸ（添書不要）でお申し込み下さい。　　

（２）申込締切　　平成３０年１０月１０日（水）　　　　　　　　　　
（３）申 込 先    宮城県老人福祉施設協議会事務局　　

　　　　　　　　　　ＴＥＬ：０２２－３０２－７２３２　　　ＦＡＸ：０２２－３０２－７２３３
　　　　　　　　　　　　　　 E-mail: m.rousikyou @ bz01.plala.or.jp　　　　　　　　　　　　
１1　その他
（１）昼食は、弁当を用意します。　　
